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編集後記：池田啓さん、増井光子先生と仲間と

いうか、同士というか、動物のために生きよう

としてきた人を相次いで失った。そうした悲し

い事実も、あわただしい現実も、時間は一定の

早さで置き去りにしていくことに、不公平なよ

うな思いをもつ。もう少し時間の流れに緩急が

あってもいいのでは？などと。子供の頃のよう

には時間は流れてくれない。高槻 

 

 


